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まちづくりに関するアンケート調査の概要 

 

１. 調査の概要 

ここでは、今後のまちづくりの方向性を検討するため、以下の調査により、本市のまち

づくりに関する市民の意向を把握します。 

 

 【整理対象の調査】 

① 市民意識調査 

・今後の市政運営に活用することを目的に、市が進めている取り組みに対する評価

や今後のまちづくりについての意向を把握するため、企画政策課が実施した調査。 

 

② 蒲郡市のまちづくりに関するアンケート調査 

・都市計画マスタープラン策定にあたり、生活環境の現状や本市の中心拠点である

蒲郡駅周辺の今後のまちづくりについて市民の意向を把握するため、都市計画課

が実施した調査。 

 

２. 蒲郡市市民意識調査 

（１） 調査概要 

蒲郡市では、市が進めている取り組み等についての意向調査を実施しています。そのう

ち、まちづくりに関連する内容について調査結果を整理します。 

 

■調査概要 

調査対象 18歳以上の蒲郡市民（無作為抽出） 

調査期間 令和２年７月１日（水）～令和２年７月 20日（月） 

調査方法 
配布：郵送 

回収：郵送 

回収状況 
配布数：2,000通 

回収数：1,104通（回収率：55.2％） 

 

  

報告資料４ 
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（２） 調査結果 

○蒲郡市の住みやすさ・印象について 

（問３）蒲郡市に対する良い印象 

・「海や山林などの自然が残っており、環境がよい」の割合が 63.2％と最も高く、次い

で「災害などの心配が少ない」の割合が 27.4％、「交通が便利である」の割合が 22.3％

となっています。 

・平成 21 年度調査と比較すると、「上下水道やごみの収集などの生活環境が整ってい

る」の割合が 18.2％から 11.0％と 7.2％減少しています。 
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（問４）蒲郡市に対する悪い印象 

・「鉄道やバスなどの交通の便が悪い」の割合が 29.5％と最も高く、次いで「まちに働

く場所が少ない」の割合が 25.3％、「文化施設やスポーツ施設などが少ない」の割合

が 20.5％となっています。 

・平成 21年度調査と比較すると、「医療・福祉施設が不十分である」の割合が 31.5％か

ら 11.5％と 20.0％減少しており、「道路の整備が遅れている」の割合が 26.7％から

14.8％と 11.9％減少し、「まちに働く場所が少ない」の割合が 34.3％から 25.3％と

9.0％減少しています。一方、「災害の危険がある」の割合が 6.2％から 11.3％と 5.1％

増加しています。 
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○蒲郡市の暮らしの満足度と今後のまちづくりの重要度について 

（問５）施策に対する満足度と重要度 

・都市計画に関わりの強い項目に対して、重要度は、「海や山などの自然環境の保護」

や「災害に強いまちづくり」「交通安全・防犯対策」、「生活道路の整備」「公共交通の

利便性」が高くなっています。 

・満足度は、「交通安全・防犯対策」「農業や水産業の振興」「海や山などの自然環境の

保護」「公園・緑地の整備」「下水道対策」が高くなっています。 

・重要度は全ての項目で向上し、満足度もおおむね向上しています。一方で「駅前など

の市街地整備」については、重要度が高まる一方で満足度は低下しています。 

 

■都市計画に関わりの強い項目に対する重要度と満足度（市民意識調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

H21 R2 R2-H21 H21 R2 R2-H21

住宅 ・宅地の環境 51.7% 56.7% +5.0% 27.4% 31.5% +4.1%

工業の振興や企業誘致 54.5% 56.1% +1.6% 13.7% 12.3% ▲1.4%

商業やサービス業の振興 54.7% 60.5% +5.8% 7.3% 14.6% +7.3%

駅前などの市街地の整備 60.5% 71.0% +10.5% 43.5% 31.2% ▲12.3%

農業や水産業の振興 54.8% 57.1% +2.3% 55.7% 57.1% +1.4%

幹線道路の整備 66.2% 69.4% +3.2% 21.9% 32.0% +10.1%

生活道路の整備 67.8% 73.1% +5.3% 23.5% 29.9% +6.4%

交通安全・防犯対策 71.4% 74.3% +2.9% 71.4% 74.1% +2.7%

公共交通の利便性 66.5% 73.2% +6.7% 20.2% 24.5% +4.3%

公園・緑地の整備 57.3% 63.7% +6.4% 33.3% 36.3% +3.0%

下水処理対策 61.3% 63.0% +1.7% 31.9% 34.9% +3.0%

自然環境 海や山などの自然環境の保護 75.0% 79.2% +4.2% 39.1% 45.1% +6.0%

都市景観 景観・まちなみへの配慮 57.0% 66.1% +9.1% 27.8% 30.0% +2.2%

防災施設 災害に強いまちづくり 69.7% 77.8% +8.1% 13.7% 21.3% +7.6%

産業基盤 観光の振興 57.9% 63.1% +5.2% 16.3% 18.2% +1.9%

※評価項目は分野横断的な指標があるが、代表的な分野で表示しています。

評価項目分野

※満足度は、各評価項目について「満足」または「やや満足」と回答した人の割合

※重要度は、各評価項目について「重要」または「やや重要」と回答した人の割合

満足度重要度

土地利用

施設整備
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・「公共交通の利便性」「生活道路の整備」「幹線道路の整備」などの交通環境にかかわ

る項目、「災害に強いまちづくり」などの安心・安全な暮らしにかかわる項目、「駅前

などの市街地整備」といった都市構造上の拠点形成にかかわる項目、「高齢者への福

祉施策」「障がい者への福祉施策」などの福祉にかかわる項目などが、優先度が高く

なっています。 

・「海や山などの自然環境の保護」「海とふれあうまちづくり」といった、豊かな自然環

境に対する満足度が高く、今後のまちづくりに活かすことが望まれます。 
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○これからのまちづくりについて 

（問６）蒲郡市の魅力を高めるために目指すべき将来像 

・「住環境が整い暮らしやすい快適なまち」の割合が 42.3％と最も高く、次いで「事故

や災害、犯罪のない安全なまち」の割合が 30.5％、「緑が豊かで海に親しめる自然環

境と調和したまち」の割合が 28.4％となっています。 

・平成 21年度調査と比較すると、「観光、レジャー施設の充実したまち」の割合が 15.7％

から 24.1％と 8.4％減少しており、「住環境が整い暮らしやすい快適なまち」の割合

が 35.7％から 42.3％と 6.6％増加しています。一方、「産業が盛んで活力とにぎわい

のあるまち」の割合が 25.6％から 16.0％と 9.6％減少しています。 
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３. 蒲郡市のまちづくりに関するアンケート 

（１） 調査概要 

まちづくりに対する市民の考え方を地域ごとに把握するため、生活環境の現状や、本市

の中心拠点である蒲郡駅周辺の今後のまちづくり等についての意向調査を実施しました。 

なお、本調査は、郵送とＷＥＢを併用して調査しましたが、若い世代ほどＷＥＢでの回

答率が高い状況でした。 

 

■調査概要 

調査対象 

18歳以上の市民 

（居住地(中学校区)毎の人口割合に応じた調査票送付数

を設定したうえで、無作為抽出） 

調査期間 令和３年８月 13日（金）～令和３年８月 30日（月） 

調査方法 
配布：郵送 

回収：郵送、WEB（回答者が選択） 

回収状況 

配布数：2,200通 

回収数：858通（うち郵送：670通、WEB：188通） 

（回収率：39.0％） 

 

■回収方法別の回収状況について 

 

 

 

 

 

 

 

  

郵送
（A)

Web
（B)

合計
（C)

郵送
（A/C)

Web
（B/C)

20歳代以下 87 51 138 63% 37%

30歳代 88 49 137 64% 36%

40歳代 89 39 128 70% 30%

50歳代 124 35 159 78% 22%

60歳代 139 14 153 91% 9%

70歳代以上 137 0 137 100% 0%

不明 6 0 6 100% 0%

合計 670 188 858 78% 22%

回収数 回収方法別割合

年齢
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（２） 調査結果 

 

○回答者について 

（問１）性別や年齢などについて 

①性別 

・「男性」の割合が 45.7％、「女性」の割合が 53.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②年齢(令和３年４月１日時点) 

・各年齢層から概ね同数の回答がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

45.7%

53.1%

0.1%
1.0%

男性 女性 その他 未回答

（N=858）（n=858） 

3.4%

12.7%

16.0%

14.9%
18.5%

17.8%

16.0%

0.7%

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代

50歳代 60歳代 70歳代以上 未回答

（N=858）（n=858） 
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47.6%

9.8%

39.5%

3.1%

勤め人 自営業（自由業） その他 未回答

（N=858）（n=858） 

③職業 

・「勤め人」の割合が 47.6％と最も高くなっています。 

・職業の内訳をみると、「無職」の割合が 12.6％と最も高く、次いで「事務職」の割合

が 11.4％、「家事専業」の割合が 10.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■職業（内訳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④同居人 

・「その他の同居人」の割合が 64.5％と最も高く、次いで「75 歳以上の方」の割合が

22.7％、「65～74歳の方」の割合が 20.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.8%

13.4%

7.7%

7.8%

20.9%

22.7%

64.5%

6.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

就学前の乳幼児

小学生

中学生

高校生

65～74歳の方

75 歳以上の方

その他の同居人

一人世帯（同居人はいない）

（n=858） 

回答者数（人） 割合 回答者数（人） 割合

事務職 98 11.4% 卸・小売業 9 1.0%

研究・技術職 65 7.6% 飲食業 3 0.3%

工場・運搬作業者 86 10.0% サービス業 18 2.1%

企画・営業 30 3.5% その他 13 1.5%

接客・販売業 41 4.8% 家事専業 88 10.3%

広報・デザイン 3 0.3% パート、アルバイト 86 10.0%

会社役員 17 2.0% 学生 40 4.7%

その他 68 7.9% 無職 108 12.6%

農林水産業 17 2.0% その他 17 2.0%

製造業 11 1.3% 27 3.1%

建設業 13 1.5% 858 100.0%

職業（内訳） 職業（内訳）

自

営

業
(

自

由

業
)

自

営

業

(

自

由

業

)

そ

の

他

未回答

合計

勤

め

人
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⑤居住地区 

・「蒲郡中学校区」の割合が 21.9％と最も多く、次いで「形原中学校区」の割合が 18.9％、

「三谷中学校区」の割合が 13.3％となっています。 

・全ての町からの回答がありました。（浜町は令和３年９月時点で居住者なし。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

■町名（内訳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.7%

13.3%

21.9%

12.9%

11.1%

18.9%

10.1%

2.6%
1.5%

大塚中学校区 三谷中学校区 蒲郡中学校区

中部中学校区 塩津中学校区 形原中学校区

西浦中学校区 わからない 未回答

（N=858）（n=858） 

町名（内訳） 回答者数(人) 割合 町名（内訳） 回答者数(人) 割合

相楽町 5 0.6% 宮成町 13 1.5%

大塚町 58 6.8% 緑町 19 2.2%

海陽町 7 0.8% 旭町 5 0.6%

三谷町 99 11.5% 丸山町 8 0.9%

三谷北通 28 3.3% 竹島町 4 0.5%

平田町 8 0.9% 松原町 8 0.9%

豊岡町 42 4.9% 港町 11 1.3%

五井町 8 0.9% 栄町 8 0.9%

水竹町 27 3.1% 柏原町 8 0.9%

清田町 15 1.7% 竹谷町 48 5.6%

坂本町 5 0.6% 西迫町 3 0.3%

神ノ郷町 15 1.7% 拾石町 25 2.9%

府相町 14 1.6% 鹿島町 16 1.9%

新井形町 6 0.7% 浜町 0 0.0%

蒲郡町 6 0.7% 一色町 6 0.7%

堀込町 3 0.3% 金平町 32 3.7%

新井町 7 0.8% 形原町 121 14.1%

八百富町 7 0.8% 西浦町 86 10.0%

神明町 8 0.9% わからない 2 0.2%

本町 12 1.4% 未回答 16 1.9%

上本町 6 0.7%

中央本町 11 1.3%

元町 5 0.6%

宝町 5 0.6%

御幸町 12 1.4%

合計 858 100.0%
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⑥自動車の運転免許の保有状況 

・「免許を持っている」の割合が 91.8％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦自動車の保有状況 

・「自分の車を持っている」の割合が 76.5％と最も高く、次いで「自分は持っていない

が、家族は所有している」の割合が 20.5％、「家族の誰も車を持っていない」の割合

が 2.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

91.8%

7.5%

0.7%

免許を持っている 免許を持っていない 未回答

（N=858）（n=858） 

76.5%

20.5%

2.0% 1.0%

自分の車を持っている

自分は持っていないが、家族が所有している

家族の誰も車を持っていない

未回答

（N=858）（n=858） 
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○お住まいの地区について 

（問５）お住まいの地区がどのようになったら良いと思うか 

・「日用品･食料品店等や飲食店等が充実しているまち」の割合が 47.8％と最も高く、次

いで「防災性に優れた安全・安心なまち」の割合が 42.1％、「身近な生活基盤（生活

道路や子どもの遊び場等）が整ったまち」の割合が 33.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○蒲郡市の中心部（蒲郡駅周辺）について 

（問８）お出かけの主な目的 

・「日常の買い物（日用品・食料品）」の割合が 51.5％と最も高く、次いで「その他の買

い物」の割合が 25.6％、「食事」の割合が 22.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

51.5%

25.6%

22.7%

14.3%

12.0%

11.1%

9.8%

9.7%

7.2%

5.7%

4.2%

4.1%

4.1%

1.7%

3.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

日常の買い物（日用品・食料品）

その他の買い物

食事

通勤・通学

鉄道やバスの利用

通院

知人・友人に会う

送迎

公共施設の利用

散策・軽運動

お祭り、各種イベント

習い事・塾

業務（仕事として）

通所

その他 （N=858）（n=858） 

47.8%

42.1%

33.9%

26.8%

25.8%

14.8%

13.9%

13.8%

9.3%

4.7%

4.7%

1.2%

3.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

日用品･食料品店等や飲食店等が充実しているまち

防災性に優れた安全・安心なまち

身近な生活基盤（生活道路や子どもの遊び場等）が整ったまち

自然環境が豊かなまち

医療施設（個人病院など）が近くにあるまち

今のままでよい

低層住宅が建ち並ぶ閑静な住宅地

大型商業店舗やレジャー施設等があるまち

子育て支援施設（幼稚園、保育所など）が近くにあるまち

働く場（工場･店舗等）と住宅が一体となったまち

文化や歴史等を活かしたまち

マンション等の中高層住宅や、店舗・事務所等があるまち

その他 （N=858）（n=858） 
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（問９）蒲郡市の中心部に重要だと思う施設 

①北側 

・「気軽に利用できる飲食店」の割合が 49.3％と最も高く、次いで「スーパーやコンビ

ニ等の店舗」の割合が 26.1％、「駐車場」の割合が 21.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

49.3%

26.1%

21.1%

17.2%

15.7%

14.1%

14.2%

12.2%

11.8%

8.4%

7.1%

6.9%

5.4%

5.4%

4.7%

3.8%

3.0%

4.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

気軽に利用できる飲食店

スーパーやコンビニ等の店舗

駐車場

地域密着型の商店

大規模な商業施設

行政サービス、銀行・郵便局などの業務施設

病院や診療所などの医療施設

公園や緑地

ベンチ等がある屋外でゆっくりできる空間

事務所やオフィス等の働く場所

歩行や自転車で快適に散策できる空間

保育所等の子育て支援施設

イベントや会議のための集会施設

多くの人が集まることができる広場

駐輪場

海沿いの空間を活かした観光施設

高層の都心型居住施設

その他
（N=858）（n=858） 
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②南側 

・「海沿いの空間を活かした観光施設」の割合が 47.7％と最も高く、次いで「気軽に利

用できる飲食店」の割合が 30.8％、「公園や緑地」の割合が 23.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

47.7%

30.8%

23.3%

18.8%

16.8%

15.3%

14.2%

14.0%

12.6%

9.7%

5.7%

5.0%

5.0%

4.4%

2.7%

2.2%

1.4%

3.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

海沿いの空間を活かした観光施設

気軽に利用できる飲食店

公園や緑地

大規模な商業施設

歩行や自転車で快適に散策できる空間

ベンチ等がある屋外でゆっくりできる空間

駐車場

多くの人が集まることができる広場

スーパーやコンビニ等の店舗

病院や診療所などの医療施設

行政サービス、銀行・郵便局などの業務施設

地域密着型の商店

保育所等の子育て支援施設

イベントや会議のための集会施設

事務所やオフィス等の働く場所

駐輪場

高層の都心型居住施設

その他 （N=858）（n=858） 
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４. 調査の結果のまとめ 

個人属性（B問１） 

・性別、年齢、居住地区いずれも均衡した回答が得られました。なお、65歳以上の高

齢者と同居している人が多くいます。 

・免許保有率、自動車保有率は高い状況です。 

 

蒲郡市の印象、まちづくりへのニーズ（A問３～６、B問５） 

・「海や山などの自然環境の保護」や「海とふれあうまちづくり」の重要度、満足度が

ともに高く、蒲郡市の自然を活かしたまちづくりが望まれています。 

・「災害に強いまちづくり」や「交通安全・防犯対策」、「生活道路の整備」の重要度が

高く、安全・安心に暮らせるまちが望まれています。 

・バス・鉄道の「公共交通の利便性」の重要度が高い一方で、満足度が低い状況です。 

・「駅前などの市街地整備」の重要度が高まる一方、満足度は低下しています。 

・「日用品や食料品、飲食店の充実」や「優れた防災性」への要望も高く、住環境が整

った安全で快適なまちが望まれています。 

・子育て世代には、「身近な生活基盤（生活道路や子どもの遊び場など）の整備」が望

まれています。また、高齢者には、「身近な医療施設の整備」が望まれています。 

蒲郡市の中心部（蒲郡駅周辺）のまちづくり（B問８、９） 

・来訪目的は、日常の買い物やその他の買い物、食事が多い状況です。 

・蒲郡駅の北側と南側のそれぞれで特色あるまちづくりが望まれています。 

（北側で重要な施設） 

・気軽に利用できる飲食店やスーパー、コンビニ等の店舗、地域密着型の商店等、

日常的に利用する店舗 

・駐車場 

（南側で重要な施設） 

・海沿いの空間を活かした観光施設 

・気軽に利用できる飲食店や大規模な商業施設 

・公園や緑地、歩行や自転車で快適に散策できる空間などの快適な屋外空間 

 

各鉄道駅周辺のまちづくり（A問４、５、B問５） 

・駅周辺では、スーパーや飲食店などの商業店舗や、駐車場及び車での送迎が可能な

駅前広場などの自動車でのアクセス利便性の向上が望まれています。 

・名鉄三河鹿島駅、形原駅、西浦駅周辺では、公園や緑地、ベンチ等がある屋外でゆ

っくりできる空間、歩行空間が確保された生活道路等の歩行者等の快適な空間整備

が望まれています。 

A：市民意識調査 

B：蒲郡市のまちづくりに関するアンケート 
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■参考：アンケート調査票（蒲郡市市民意識調査） 
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■参考：アンケート調査票（蒲郡市のまちづくりに関するアンケート調査） 
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